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☌
ご
み
集
積
所
の
家
庭
ご
み
の
量

が
増
え
ま
し
た
。
ご
み
の
量
が

増
え
る
と
作
業
時
間
が
長
く
な

り
ま
す
。
ご
み
が
多
い
時
は
、

ご
み
処
理
場
の
運
営
終
了
時
刻

の
16
時
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
搬
入

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
量
が
増
え
た
こ

と
で
、
カ
ラ
ス
避
け
ネ
ッ
ト
か

ら
は
み
だ
し
た
り
、
ご
み
収
集

庫
の
外
に
ご
み
を
置
い
て
し
ま

い
、
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
て
し

ま
う
ご
み
集
積
所
を
以
前
よ
り

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
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⇭
☌
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
と
マ
ス
ク
の

着
用
、
対
面
仕
切
り
の
設
置
、

ま
た
、
接
触
を
避
け
る
た
め
、

粗
大
ご
み
は
搬
入
者
自
身
で
降

ろ
し
て
い
た
だ
く
よ
う
御
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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⇭
☌
一
般
家
庭
の
ご
み
量
が
増
加
し

ま
し
た
。
特
に
粗
大
ご
み
の
自

己
搬
入
が
増
え
、
多
い
月
で
約

80
％
増
加
し
ま
し
た
。
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⇭
☌
車
の
ド
ア
や
ハ
ン
ド
ル
な
ど
手

が
触
れ
る
と
こ
ろ
の
消
毒
を

行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
作
業

中
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
特
に
夏
の
収
集

作
業
は
過
酷
で
す
ね
。
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⇭
☌
収
集
作
業
中
に
住
民
の
方
か
ら

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
り
、
ご
み
袋
に
「
お
疲
れ
様

で
す
。
」
と
書
か
れ
た
貼
り
紙

を
見
つ
け
た
と

き
は
嬉
し
い
で

す
。
と
て
も
力

に
な
っ
て
い
ま

す
。
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⇭
☌
ご
み
の
量
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
も
や
せ
る
ご
み
の
袋
の
中

に
弁
当
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

が
混
ざ
っ
て
い
る
よ
う
な
、
未

分
別
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を
守
り
、

適
切
な
ご
み
の
排
出
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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各集積所

（ 市内約 2 0 0 0 か所）

でごみを収集ごみ処理施設

（ 埼玉中部環境セン タ ー）

へ搬入
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※
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
強
い
衝
撃
を
与
え
る
と
激
し
く
発
火
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
細
は
④
ペ
ー
ジ
）
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⇭
☌
や
は
り
ご
み
の
分
別
は
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
特
に
、

携
帯
電
話
な
ど
に
使
わ
れ
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
※
）
な

ど
の
小
型
充
電
式
電
池
の
混
入

は
絶
対
に
し
な
い
で
欲
し
い
で

す
。
当
施
設
で
も
こ
の
電
池
が

原
因
と
み
ら
れ
る
ぼ
や
が
起
き

て
い
ま
す
。
幸
い
初
期
消
火
で

済
み
ま
し
た
が
、
火
災
に
な
る

と
施
設
が
損
傷
し
、
復
旧
す
る

ま
で
ご
み
の
受
入
れ
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
施
設
で
破は

砕さ
い

処

理
す
る
前
に
職
員
が
取
り
除
い

た
電
池
は
、
昨
年
１
年
間
で
約

80
㎏
に
も
な
り
ま
し
た
。
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⇭
☌
地
元
（
吉
見
町
）
で
地
域
に
貢

献

で

き

る

仕

事

を

探

す

中

で
、
今
の
職
場
に
出
会
い
ま

し
た
。
現
場
業
務
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
は
書
類
事
務
が
想

像
よ
り
多
く
て
驚
き
ま
し
た
。

個
人
の
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
２
市
１
町
の
住
民

の
ご
み
を
安
定
的
に
処
理
で
き

る
状
態
を
保
つ
こ
と
が
目
標
で

す
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
前
後
で
私
た
ち
の
暮
ら
し
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ご
み
の
世
界
で
も

そ
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
前
の
平
成
30
年
度
と
比
べ
て
、
令
和
元

年
度
は
2 .3
％
、
令
和
２
年
度
は
3 .8
％
の
家
庭

ご
み
量
増
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
人

口
減
少
と
と
も
に
ほ
ぼ
右
肩
下
が
り
だ
っ

た
家
庭
ご
み
量
が
増
加
に
転
じ
、
令
和
２

年
度
（
人
口
６
万
５
９
２
０
人
）
の
ご
み

量
（
資
源
除
く
）
は
平
成
26
年
度
（
人
口

６
万
８
４
４
０
人
）
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
す
。

家
庭
ご
み
増
加
の
傾
向
は
全
国
的
で
、
埼
玉

県
全
体
で
も
、
特
に
令
和
２
年
５
月
〜
６
月

の
緊
急
事
態
宣
言
中
の
ご
み
量
が
前
年
同
月

比
で

18 .7
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
量
増
加
の
背
景
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
私
た
ち
の
生
活
様
式
の
変
化
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
外
出
自
粛
や
テ
レ
ワ
ー

ク
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
で
、
自
宅
で
過

ご
す
時
間
が
長
く
な
り
、
家
庭
で
食
事
を
と

る
機
会
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
「
も
や
せ
る

ご
み
」
の
増
加
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
食
事
宅

配
ア
プ
リ
の
活
用
に
よ
る
取
り
寄
せ
・
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
利
用
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
る
、
商
品
を
包
装
す
る
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
」
「
も
や
せ
な
い
ご
み
」
の
増

加
、
室
内
整
理
の
時
間
が
増
え
た
こ
と
に
よ

る
「
粗
大
ご
み
」
の
増
加
な
ど
で
す
。

コ
ロ
ナ
で
変
わ
る
日
常
。

コ
ロ
ナ
で
変
わ
る
日
常
。

「
い
つ
も
の
暮
ら
し
」
を
守
る
！

「
い
つ
も
の
暮
ら
し
」
を
守
る
！

ご
み
処
理
最
前
線

ご
み
処
理
最
前
線
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ご
み
の
収
集
、
処
理
は
水
道
や
電
気
と
同

じ
く
社
会
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

イ
ン
フ
ラ
業
務
の
一
つ
で
す
。
地
方
自
治
体

に
は
、
た
と
え
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
で
も
、
市
民
が
日
々
排
出
す
る
ご
み
の
収

集
、
処
理
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
同
じ
で
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
社
会
生
活
に
欠
か
せ
な
い

ご
み
処
理
業
務
の
最
前
線
で
日
々
汗
を
流
し

て
い
る
「
ご
み
収
集
作
業
員
」
と
「
ご
み
処

理
施
設
職
員
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

特 集特 集

写真： タ カ マツ株式会社

環
境
課
資
源
循
環
担
当
（
☎
５
９
４
‐
５
５
５
３
）

環
境
課
資
源
循
環
担
当
（
☎
５
９
４
‐
５
５
５
３
）

いつも 変わら ずに行われているごみの回収。

ですが、コ ロナ禍で日常生活が変化する中、ごみの収集・ 処理業務にも 様々な変化が起き ています。

今回はごみの収集・ 処理に携わる皆さ んを 取材し 、 業務への想いや、 １ 日の様子を 追いまし た。

問

17 ,000t

16 ,000t

15 ,000t

H24 H26 H28 H30 R2

北本市家庭ごみ量（ 資源除く ）

単位： ト ン / 年

①広報きたもと No.1010



充電できる家電製品はどうすればいいの？

どこ に捨てたら いいの？

そのごみ出し 、 ちょ っ と 待っ た！
そのごみ出し 、 ちょ っ と 待っ た！

「 電池」、 混ざっ ていませんか？
「 電池」、 混ざっ ていませんか？

　 令和３ 年１ 月に広島県広島市のごみ処理施設で「 リ チウムイ オン

電池」 が原因と みら れる火災が発生し まし た。 多量のごみに延焼し

たこ と から 消火に約２ 週間、 復旧まで約７ か月を要し 、 その間ごみ

の受け入れができず、 全国的なニュ ースになり まし た。

　 既に県内各地で「 リ チウムイ オン電池」 と の因果関係が否定でき

ないごみ処理施設での火災事故が頻発し ており 、 わたし たちのごみ

処理を担う 埼玉中部環境センタ ーでも いつ発生し ても おかし く あり

ません。

どこ に捨てたら いいの？

充電できる家電製品はどう すればいいの？
　 電池で動く 家電製品は、小型のも のであれば市内各公共施設の「 小

型家電回収ボッ ク ス」 に入れ、 大型のも の（ 掃除機など） は「 粗大

ごみ」 と し てく ださ い。 その際、 電池やバッ テリ ーは取り 外し 、 電

池と し て廃棄し てく ださ い。 スマート フ ォ ンなど、 どう し ても 電池

が取り 外せない小型家電製品は、そのまま「 小型家電回収ボッ ク ス」

に入れてく ださ い。

　 電池は毎月１ 回目の「 資源回収」 か、 市内各公共施設の「 廃乾電

池回収箱」 に入れてく ださ い。 回収し ている電池は、 乾電池、 ボタ

ン電池、 充電池、 リ チウム電池、 リ チウムイ オン電池（ 携帯電話、

掃除機等のバッ テリ ー） です（ 自動車・ バイ ク 用の液体が入っ たバッ

テリ ーは対象外）。

　 間違えやすいのが、 外装がプラ スチッ ク のモバイ ルバッ テリ ーや

コ ード レス掃除機のバッ テリ ーパッ ク 。 こ れも 中身はリ チウムイ オ

ン電池です。 絶対にも やせないごみに入れず、 上記の方法で廃棄し

てく ださ い。

小型家電
回収ボッ ク ス

い
つ
も
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

分
別
さ
れ
れ
ば
電
池
は
適
正
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
是
非
も
う
一

度
、
出
し
方
の
再
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

県内各地でも 、 リ チウムイ オン電池の混入が原因と みら

れるごみ処理施設の火災が頻発し ています。

令和２ 年５ 月      草加市　 不燃・ 粗大ごみ処理施設

　 　 　 　 　 　 　   久喜市　 八
はっ

甫
ぽう

清掃センタ ー

令和２ 年 10 月   上尾市　 西貝塚環境センタ ー

令和３ 年２ 月　   入間市　 総合ク リ ーンセンタ ー

▲環境省 YouTube

「 セーフ リ サイ ク ル！リ チウムイ オン電池！」

電池、 特にリ チウムイ オン電池は強い衝撃を 与えると 激し く 発火する性質があるため、

市では電池を 単独で回収し ています。 決し て他のごみと 一緒にし て排出し ないでく ださ い。決 他 緒 排出 な く ださ 。

廃乾電池回収箱
or

資源回収

2022年４ 月１日発行④
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今
回
の
特
集
記
事
は
、
主
に
ご
み
集

積
所
の
「
家
庭
ご
み
」
を
収
集
す
る
市

内
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
取
材
し
、
作
成

し
ま
し
た
。

市
内
に
は
他
に
も
、
埼
玉
県
や
北
本

市
の
許
可
を
得
て
、
民
間
事
業
と
し
て

「
家
庭
ご
み
」
や
「
事
業
系
ご
み
」
を

回
収
し
て
い
る
事
業
者
さ
ん
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
埼
玉
中
部
環
境

セ
ン
タ
ー
で
は
、
24
時
間

365
日
休
み
な

く
、
施
設
運
営
や
維
持
管
理
の
た
め
に

職
員
・
事
業
者
さ
ん
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
す
べ
て
を
ご
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ど
の
事
業
者
さ

ん
も
私
た
ち
の
生
活
や
企
業
な
ど
の
社

会
活
動
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
重
要
な
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
状
況
で
も
廃
棄

物
処
理
で
社
会
を
支
え
て
い
る
す
べ
て

の
皆
様
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え

し
ま
す
。

そのごみ出し 、 ちょ っ と 待っ た！

「 電池」、 混ざっ ていませんか？

北本市一般廃棄物収

集運搬許可業者一覧

（ 市ホームページ）

7： 00 　 　 　 　 起床・ 朝食

8： 00 　 　 　 　 朝礼

8： 30 ～　 　   収集開始

13 ： 3 0

　 ～ 1 4： 30　 昼休み

14 ： 3 0 ～　 　 収集再開

16 ： 0 0 ～　 　 事務作業

17 ： 3 0　 　 　  退社

力をつけるため、 朝食は必ず食べるよう 心がけています。

安全確認や点呼を行います。 現在はコ ロナ禍のため、 密になら ないよう 気を

付け、 検温も 行っ ています。 こ の日から 新し く 回収が始まるごみ集積所など

はこ の時に確認し ます。

午前中は主にも やせるごみの地区の収集を行います。 回収はすべて手作業で

す。 常に二人一組で回り 、 取り 残し がないかを必ず２ 人で確認し ています。

ごみ収集車がいっ ぱいになる度に、 何度も ごみ処理場まで捨てに行き ます。

お昼ご飯は公園などで食べるこ と が多いです。

午後は主にプラ スチッ ク ごみを回収し ます。

事業系ごみ（ スーパーマーケッ ト や事務所など家庭以外のごみ） の回収をす

る場合も あり ます。

夕方に事務所に戻り 、 車両の清掃や事務作業などの雑務を行います。

③広報きたもと No.1010


